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【【目目的的】】 ディープラーニングに代表されるニューラルネットワーク(NN)を用いたデータ解析は，ネット

ワーク構造の調整，活性化関数の調整，学習率の調整など専門知識が必要な手作業による調整

を多数伴うため，誰もが使いやすい方法とは言えず解析作業にも多くの時間がかかる．本研究では，

これらの調整を自動化・省略化することのできるニューラルネットワークの訓練方法を提案する．提

案法を作物遺伝形質予測に応用し，有効性を確認した． 

【【方方法法】】 新型の NN 訓練アルゴリズムとしてシングル・エポック・ラーニング(SEL)を開発した．誤差

逆伝搬法(BP)などの代表的な訓練アルゴリズムは繰り返し計算によりNNの変数を調整する方式で

あるのに対し，SEL は代数計算により変数を最適化するため学習率の設定が不要である．また，

SEL の学習速度が極めて早いことから，ネットワーク構造の調整と活性化関数の調整を山登り法で

実装したとしても意味のある時間内で計算を終えることができるようになった． 

【【結結果果おおよよびび考考察察】】 UC Irvine Machine Learning Repository[1] より取得したデータセットに SELを

適用したところ，BP と比較して学習誤差の縮小と学習時間の短縮が確認できた．また，イネの奨決

データに応用したところ，主要 10 品種の収量の形質に対し予測誤差 2.82%の結果が得られた．従

来一般的な解析手法である BLUP を用いた際の誤差 5.29%をベースラインとして，SEL は 46.69%

の誤差を低減した． 線形モデルである BLUP と比較して非線形モデルである NN は入力データの

より複雑な特徴を捉えて予測誤差を低減していると考えられる．本方式は，ネットワーク構造の調整，

活性化関数の調整，学習率の調整などを行うことが難しい専門知識を持たないユーザでも，学習

に用いるデータを準備するだけで利用できるため，稲遺伝形質予測プラットフォームとして幅広いユ

ーザよる活用が期待できる． 
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